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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１月号２
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１月号３
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輝
く
未
来
へ　

力
強
く
羽
ば
た
け
！

広報　常陸大宮　　　　平成１９年１月号４
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常
陸
大
宮
市
の
平
成　

年
成
人
式

１９

が
、
１
月
６
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
５
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
「
代
表
者
あ
い
さ
つ
」
や

「
は
た
ち
の
主
張
」
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
、
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
感
謝
と

将
来
へ
の
意
気
込
み
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
実

行
委
員
会
主
催
に
よ
る
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方

が
引
い
た
当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
た

び
に
会
場
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
仲
間
と
共

に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
喜
び
に
、
成

人
し
た
皆
さ
ん
の
顔
は
明
る
く
、
輝
き

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲代表あいさつをする三次康仁さん ▲はたちの主張を述べる小林将宏さん（左）と桑名祐香さん（右）



広報　常陸大宮　　　　平成１９年１月号５
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１月号６

第
５
回
臨
時
会
（　

月
６
日
）

11

専
決
処
分
の
承
認

○
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
員
提
出
案
件

○
市
議
会
会
議
規
則

第
４
回
定
例
会
（　

月
５
日
〜
）

12

制
定
さ
れ
た
条
例

○
市
副
市
長
定
数
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

○
市
表
彰
条
例

○
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
等

○
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例

○
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

○
市
農
業
共
済
条
例

○
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

○
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等
徴
収
条
例

○
市
肉
用
牛
特
別
導
入
事
業
基
金
条
例

○
市
戸
別
浄
化
槽
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

○
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
市
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
市
簡

易
給
水
施
設
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

○
市
簡
易
水
道
事
業
加
入
者
分
担
金
徴
収

条
例
及
び
市
簡
易
給
水
施
設
事
業
加
入

者
分
担
金
徴
収
条
例

廃
止
さ
れ
た
条
例

○
市
山
方
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
補
正
予
算

１８

○
市
一
般
会
計
（
第
５
号
）

○
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
３
号
）

○
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

○
市
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

○
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

○
市
温
泉
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

○
市
上
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

そ
の
他
の
議
案

○
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設

置
に
関
す
る
協
議

○
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
規
約
の
変
更

○
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更

○
大
宮
大
子
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

規
約
の
変
更

○
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想

○
市
道
路
線
の
認
定

○
市
道
路
線
の
廃
止

○
市
道
路
線
の
変
更

議
員
提
出
案
件

○
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
設
置

○
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

意
見
書
の
提
出

○
安
全
・
安
心
な
地
域
医
療
実
現
の
た
め

の
医
師
・
看
護
師
の
大
幅
増
員
を
求
め

る
意
見
書
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����������������������� !"#$%�
��������	
���
�������������������� �!�"#�$%
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��������
【特徴】
①駅前や街頭で呼びかけられる。
　「ちょっとアンケート」
②お店に連れて行かれて勧誘。
③商品は化粧品、エステなど。
④その場の雰囲気で断りにくくなり契約してしまう。

����������	

【特徴】
①「いい話がある」「あなたが選ばれた」「会って話が
したい」など電話やメールで勧誘、呼び出される。
②商品はアクセサリー、会員権、ビデオソフト、絵画
など。
③長時間の勧誘に帰りたい一心で、または相手に嫌わ
れたくないために契約してしまう。
※男性には女性の、女性には男性の販売員が言葉巧み
に接近し、異性間の感情を利用して契約を迫る手口
がデート商法。

≪問い合わせ先≫
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第
５
回
臨
時
会
、
第
４
回
定
例
会
に
お

い
て
、
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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税税税税税税税税税税税税税税税税
源源源源源源源源源源源源源源源源
移移移移移移移移移移移移移移移移
譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲
にににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるる
税税税税税税税税税税税税税税税税
率率率率率率率率率率率率率率率率
のののののののののののののののの
改改改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正正正

税
源
移
譲
に
よ
る
税
率
の
改
正

　

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
財
源
の
確
保

を
行
い
、
住
民
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
自
ら
の
責
任
で
よ
り
効
率
的
に
行
え

る
よ
う
国
税
か
ら
地
方
税
へ
、
税
そ
の
も
の

の
形
で
３
兆
円
の
税
源
移
譲
を
行
う
こ
と
に

よ
り
個
人
市
県
民
税
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
適
用
が

開
始
さ
れ
る
年
度
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

 

【
平
成　

年
度
分
か
ら
適
用
】

１９

　

住
民
税
所
得
割
の
税
率
は
、
こ
れ
ま
で
３

段
階
（
超
過
累
進
構
造
）
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
、
所
得
の
多
い
少
な
い
に
関
わ

ら
ず
一
律　

％
（
比
例
税
率
構
造
）
に
変
え

１０

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
退
職
所
得
、
土
地
建
物
等
を
譲
渡
し
た
所

得
な
ど
に
係
る
市
県
民
税
の
税
率
に
つ
い

て
も
改
正
し
ま
す
。
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【
平
成　

年
分
か
ら
適
用
】

１９

�
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�
�
�
�
�
�
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◎
右
図
は
、
税
源
移
譲
に
よ
る
負
担
変
動
を
示
す
も

の
で
す
。
こ
の
ほ
か
平
成　

年
分
所
得
税
、
平
成

１９

　

年
度
分
住
民
税
か
ら
定
率
控
除
等
が
廃
止
さ

１９れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
影
響
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

﹇
平
成　

年
度
分
以
後
の
市
県
民
税
に
適
用
﹈

１９

・
山
林
所
得
、変
動
所
得
、臨
時
所
得
に
の
み

適
用
さ
れ
る
課
税
計
算
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

・
平
成　

〜　

年
ま
で
に
入
居
し
た
方
で
、

１１

１８

今
回
の
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
平
成　

年
以

１９

降
の
所
得
税
に
お
け
る
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
に
よ
る
控
除
額
が
減
少
す
る
場
合

に
は
、
市
税
務
課
へ
の
申
請
に
よ
り
、
そ

の
分
を
翌
年
度
の
市
県
民
税
か
ら
減
額
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
﹇
平
成　

年
度
分
以
後
の
市
県
民
税
に
適
用
﹈

２０

�
�
�
�
�
�
�
�

●
市
県
民
税

　
﹇
平
成　

年
度
分
以
後
の
市
県
民
税
に
適
用
﹈

１９

現
行
制
度　

所
得
割
額
の
７
・
５
％
相
当
額

（
控
除
限
度
額
２
万
円
）�
　
廃
止

●
所
得
税　

 

﹇
平
成　

年
分
以
後
の
所
得
税
に
適
用
﹈

１９

現
行
制
度　

所
得
税
額
の　

％
相
当
額
（
控

１０

除
限
度
額　

・
５
万
円
）�
　
廃
止

１２

�
�
�
�
�
�
�
�
	



 

（
損
害
保
険
料
控
除
か
ら
改
組
）

①
地
震
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
等
の
金
額

の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除

（
市
県
民
税
は
最
高
２
万
５
千
円
、
所
得

税
は
最
高
５
万
円
）

②
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成　

年　

月　

日

１８

１２

３１

ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
契
約
等

に
係
る
保
険
料
等
に
つ
い
て
は
、
従
前
の

損
害
保
険
料
控
除
を
適
用

（
市
県
民
税
は
最
高
１
万
円
、
所
得
税
は

最
高
１
万
５
千
円
）

③
右
①
②
共
に
適
用
の
場
合
、
市
県
民
税
は

最
高
２
万
５
千
円
、所
得
税
は
最
高
５
万
円

﹇
平
成　

年
分
以
後
の
所
得
税
、

１９

平
成　

年
度
分
以
後
の
市
県
民
税
に
適
用
﹈

２０

本庁税務課
 ５２－１１１１（内線２３２・２３３）
各支所市民課
山　方５７－２１２１　美　和５８－２１１１
緒　川５６－３９９１　御前山５５－２１１２

問い合わせ先
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市
内
か
ら
、
優
良
運
転
者
と
し
て
、
丸
山

日
出
夫
さ
ん
（
泉
）
と
、
交
通
安
全
功
労
団

体
と
し
て
、
山
方
の
ヤ
ッ
ホ
ー
ふ
れ
あ
い
の

会
（
木
村
勉
会
長
ほ
か
会
員　

人
）
が
、
関

１８

東
管
区
警
察
局
長
及
び
関
東
交
通
安
全
協
会

連
合
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

丸
山
さ
ん
は
、
大
宮
自
動
車
教
習
所
の
指

導
員
と
し
て
、
退
職
さ
れ
る
ま
で　

年
間
に

３４

わ
た
り
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
の

運
転
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヤ
ッ
ホ
ー
ふ
れ
あ
い
の
会
は
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
立
哨
活
動
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
毎
月

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
交
通
事
故

防
止
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
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月
１
日
か
ら
の
年
末
の
交
通
事
故
防
止

１２
県
民
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
、
市
内
で
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
宮
地
域（　

月
１
日
）及
び
山
方
地
域

１２

（　

月
４
日
）で
は
国
道
１
１
８
号
沿
い
に
お

１２い
て
、
ま
た
、
緒
川
地
域（　

月
１
日
）及
び

１２

美
和
地
域（　

月
５
日
）で
は
、
国
道
２
９
３

１２

号
沿
い
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
交
通
安
全
母
の
会

や
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
が
参
加
し
、

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
な
が
ら
、
行
き

交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
飲
酒
運
転
の
追
放
や
安

全
運
転
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年　

月
に
大
宮
地
域
で
発
生
し

１２

た
吉
田
有
希
ち
ゃ
ん
死
体
遺
棄
事
件
の
早
期

解
決
に
向
け
て
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
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美
和
地
域
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、　

月　

日
か
ら
５
日
間
に
わ
た
っ
て
、

１２

１１

高
齢
者
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
事
業
の
一
環
と

し
て
、
シ
ル
バ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ノ
ベ
ル

テ
ィ
等
を
配
布
し
て

の
交
通
安
全
啓
蒙
活

動
や
、
大
宮
警
察
署

交
通
課
警
察
官
に
よ

る
、
市
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
等
の
実

話
を
交
え
た
講
話
も

あ
り
、
参
加
し
た
方

は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

▲山方地域交通安全キャンペーン

▲緒川地域街頭安全キャンペーン

　１１月２７日、県市町村会館において大好き
いばらき県民運動表彰式が開かれ、第３４回
花と緑の環境美化コンクール及び第１７回大
好きいばらき作文コンクールで市内から各
団体や個人が表彰されました。
【花と緑の環境美化コンクール】
○ 県知事賞　
 松之草高齢者クラブ松寿会（緒川地域）
○ 県教育長賞 寿会（美和地域）
   上野小学校（大宮地域）
○茨城新聞社賞　亀楽会（美和地域）

【大好きいばらき作文コンクール】
　小中学生を対象に、日頃の生活の中での
「あたたかな人と人との心の通い合い」を
テーマに作文を募集。
○ 県 知 事 賞 高村　一就さん（山方小）
○県議会議長賞　大賀　朱莉さん（大宮小）
○大好きいばらき県民会議理事長賞

石井　智大さん（村田小）
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▲やっほーふれあいの会の皆さん
　 （昨年の活動の様子）

丸山日出夫さん

▲

▲松寿会の花だん

▲県知事賞を受賞した
　高村さん
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い
。
将
来
ま
た
こ
こ
に
来
た
時
に
成
長
し
て

い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
子
ど

も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

美
和
中
学
校
で
中
高
一
貫
教
育
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月
４
日
、
美
和
中
学
生
と
小
瀬
高
校
生

１２
が
、
中
高
一
貫
教
育
に
よ
る
交
流
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
中
学
生
が
福
祉
施

設
を
訪
問
し
た
際
に
感
じ
て
い
た
疑
問
を
、

小
瀬
高
の
福
祉
系
の
生
徒
に
質
問
し
、
解
決

し
な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
班

に
分
か
れ
て
高
校
生
か
ら
寝
た
き
り
の
人
や

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
リ
ネ
ン
交
換
や

ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
へ
の
移
乗
の
介
助
法
な

ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、
シ
ー
ツ
の
た
た
み
方
、
敷
き

方
に
も
工
夫
が
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
な

ど
、
先
生
と
は
違
う
高
校
生
か
ら
の
指
導

に
、
親
し

み
を
持
ち

な
が
ら
福

祉
に
対
す

る
気
持
ち

が
高
め
ら

れ
た
よ
う

で
す
。

　
　

月　
１１

２８

日
、
常
陸

大
宮
市
補

助
金
等
検

討
委
員
会

（
野
上
義

明
委
員
長

ほ
か
５

人
）
か
ら

市
補
助
金

等
の
見
直
し
に
関
す
る
方
針
が
市
長
へ
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

年
度
に
同
委
員
会
か
ら

１７

提
言
を
受
け
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
施

１８

行
さ
れ
た
市
補
助
金
等
見
直
し
要
領
に
基
づ

き
、
市
が
団
体
等
へ
交
付
し
て
い
る
単
独
の

補
助
金
に
つ
い
て
同
委
員
会
が
担
当
部
署
か

ら
聴
取
に
よ
る
個
別
審
査
を
行
い
、
現
状
と

問
題
点
等
を
調
査
し
今
後
の
補
助
金
等
の
全

般
に
わ
た
る
共
通
的
、総
括
的
な
見
直
し
に
関

す
る
方
針
を
ま
と
め
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
市
補
助
金
等

審
議
会
に
お
い
て
、
全
て
の
単
独
補
助
金
等

の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は

平
成　

年
度
予
算
へ
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

１９

り
ま
す
。
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月
４
日
か
ら　

日
の
人
権
週
間
に
あ
わ

１２

１０

せ
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
、　

月
７
日
、
村
田
小
学

１２

校
の
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、
市
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
（
野
澤
知
行
会
長
）
の
主
催
に

よ
り
人
権
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
門
延
幸
人
権
擁
護
委
員
が
講
師
と
な

り
、
い
じ
め
を

テ
ー
マ
に
し
た
ア
ニ

メ
ビ
デ
オ
「
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
を
視
聴

し
、
そ
の
感
想
を

も
と
に
み
ん
な
で

話
し
合
い
を
し
ま

し
た
。
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月
２
日
、
大
宮
運
動
公
園
野
球
場
に
お

１２
い
て
第
７
回
ち
び
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
天
国
「
少

年
野
球
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
プ
ロ
野
球
選

手
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
商
工
会
青
年
部
及
び
市
商
工

会
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
指
導
し
た
の
は
巨

人
の
豊
田
投
手
、
ヤ
ク
ル
ト
の
宮
出
外
野

手
、
ロ
ッ
テ
の
今
江
内
野
手
な
ど
。
現
役
の

一
流
選
手
に
指
導
を
受
け
る
ま
た
と
な
い
機

会
と
あ
っ
て
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
か
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
の
握
り
方
や
投
げ
方
な
ど
基
本
動

作
の
指
導
の
後
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
の
実
技

指
導
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
あ
こ

が
れ
の
選
手
を
見
つ
め
な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

豊
田
選
手
は
「
素
直
で
良
い
子
ば
か
り
。

今
日
教
え
た
こ
と
を
忘
れ
ず
継
続
し
て
欲
し
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　来年１１月に開かれる、ねんりんピック
茨城２００７のPR活動をする｢助さん格さん
サポーター ｣８８人が決定しました。県内
各市町村２人ずつサポーターとなり、当
市では金井津子さん（田子内町）と木村
雅子さん（中富町）に委嘱されました。
　ねんりんピックは全国から選手団を招
き、来年１１月１０日から４日間、県内２０市
町でスポーツ大会やイベントなどを開
催。市内では、なぎなた交流大会が開催
されます。｢助さん格さんサポーター ｣
には、今後、キャンペーンや地域のイベ
ントなどを通して大会のＰＲをしていた
だきます。

▲サポーターとなった金井さん（右）と
木村さん（左）
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▲子どもたちに投げ方の指導をする豊田
選手（左）と宮出選手（右）

▲ベッドからの移乗の指導の様子
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住宅火災による死者数が過去最多を記録（平成17年中）
　平成１７年中における住宅火災の出火件数は１８，７６９件で、これは１日に約５１件、 件、
２８分に１回発生したということになります。
　そして、火災による全死者数は２，１９７人。このうち、建物火災での死者数（放火自殺者等を
除く）が１，３６８人で、その中の１，２２３人が住宅火災による死者数です。この結果は、統計史上最
多となってしまいました。
　なお、このうち６９３人は６５歳以上の高齢者と
なっており、死者の５６．７％を占めています。

原因は……
　住宅火災の原因としては、コンロ火災（天ぷ
ら火災）が最も多く、タバコの火の不始末・放
火・ストーブ火災と続きます。
　コンロ火災では、コンロの炎が油に届かなけ
れば着火しないと思っている方もいらっしゃるかもしれませんが、天ぷら油は約３８０℃ 位で過熱発火しま
す。揚げ物をする時は、その場を離れないようにしましょう。
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建物火災での死者数
複合用途、旅館等
145人

死者数の年齢

65歳以上
693人
56.7％

11％

89％
在宅火災による死者数

1,223人

（平成18年３月14日　総務省消防庁報道資料）

64歳以下
530人
43.3％

　昭和２４年１月２６日、日本最古の建築物、奈良
県の法隆寺金堂の壁画が火災により焼損してし
まいました。
　この日を「文化財防火デー」と定め、火災の
多発する時期でもあるこの日を中心として文化
財を火災、震災その他の災害から守るため全国
的に文化財防火運動を展開しています。
　文化財は木や紙などの可燃物で造られている
物が多く、一度火災になると大きな損害受ける
恐れがあります。
　文化財は日本の歴史や文化を伝える、かけが
えのない貴重な財産です。地域ぐるみで災害か
ら守りましょう。

文文文文文文文文文文 化化化化化化化化化化 財財財財財財財財財財 防防防防防防防防防防 火火火火火火火火火火 デデデデデデデデデデ ����������文 化 財 防 火 デ �
�

�

�

�
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���������������
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　常陸大宮市消防団では、支団ごとに優良部審
査会（機械器具コンクール）を開催しました。
　この審査は、消防詰所の整理・清掃状況、消
防ポンプの点検及び清掃状況等総合的に審査す
るものです。この結果、平成１８年度の優良部は
次のとおりです。
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合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率％着用数台数着用率％着用数台数着用率％着用数台数

93.6％26328188.9％242794.1％23925410月２日

91.2％20722776.0％192593.1％18820211月１日

86.9％17319983.3％151887.3％15818112月１日

　ボランティアグループ・ヤッホーふれあいの会（山方地域）では、毎月シートベルト着用
調査を実施しております。
◎10月～１２月調査分 場所：山方宿駅前　

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　次の方からたくさんの
善意をお寄せいただきま
した。ありがとうござい
ました。
 （順不同・敬称略）

《常陸大宮市へ》
�東京電力
 防犯灯　３０基
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我
々
の
ホ
ー
ム
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
歴
史

民
俗
資
料
館
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、
図
書

情
報
館
の
隣
の
小
さ
な
資
料
館
に
つ
い

て
、
企
画
展
の
開
催
と
一
緒
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

�
�
�
�
�
���	



　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
地
域
の
歴
史
や

伝
統
、
文
化
を
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
る

こ
と
を
通
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
の
施
設
で
す
。

　

大
宮
町
立
大
賀
小
学
校
の
新
築
に
伴

い
、
平
成
六
年
四
月
に
旧
校
舎
の
一
部
を

利
用
し
て
大
宮
町
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し

て
開
館
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
八
年
間

展
示
・
研
究
・
収
集
・
保
存
の
た
め
の
施

設
と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に

馴
染
み
の
深
い
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
現
在

は
「
小
祝
分
館
」
と
し
て
、
校
外
学
習
や
収

蔵
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
小
祝
は
見
学
者
に
と
っ
て
交
通

の
便
が
悪
い
の
で
、
平
成
十
六
年
二
月
に
現

在
の
資
料
館
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の

施
設
も
も
と
は
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
っ
た
た
め
、
展
示
す
る
た
め
の
改
装
工
事

を
行
っ
て
開
館
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
平
成
十
六
年
の
市
町
村
合
併
に
伴

い
、
常
陸
大
宮
市
歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館

と
な
り
、
主
に
歴
史
分
野
と
自
然
分
野
の
展

示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
指
定
文
化
財
の

「
さ
さ
ら
獅
子
頭
」、
市
指
定
文
化
財
の
「
硬

玉
製
（
ヒ
ス
イ
）
大
珠
」
六
点
、
主
に
大
宮

地
域
で
出
土
し
た
考
古
遺
物
を
、
常
設
展
示

の
間
は
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
民
具
や
昔
の
生
活
道
具
な
ど

は
山
方
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
館
の
役
割
に
は
、
こ
れ
ら
の
展
示

業
務
の
ほ
か
に
文
化
財
の
保
護
活
動
が
あ

り
ま
す
。
文
化
財
は
文
字
通
り「
宝
物
！
」

と
わ
か
る
貴
重
な
資
料
か
ら
、
身
近
に
あ

る
普
段
見
慣
れ
た
「
宝
物
？
」
と
い
う
よ

う
な
資
料
ま
で
、
様
々
な
も
の
を
含
み
ま

す
。
そ
れ
ら
の
史
料
を
調
査
・
収
集
し
、

傷
み
が
そ
れ
以
上
進
ま
な
い
よ
う
に
整
理

し
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
文
化
財
は
木
と
紙
で
で
き
た
も

の
が
多
く
、
保
存
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。
民
具
や
文
書
（
明
治
以
降
の
も
の
で

も
）
な
ど
ご
自
宅
や
地
区
で
お
持
ち
に

な
っ
て
い
る
資
料
、
保
管
に
お
困
り
の
資

料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ゴ
ミ
と
決
め
ず
に

是
非
一
度
資
料
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

価
値
の
な
い
も
の
に
見
え
て
も
そ
れ
は
私

た
ち
の
祖
先
が
暮
ら
し
た
足
跡
が
息
づ
く

大
切
な
資
料
で
す
。
そ
し
て
こ
の
機
会

に
、
指
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域

の
文
化
財
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
保
管
さ

れ
て
い
る
か
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
風
雨
や
害
虫
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
防
犯
・
防
災
の
面

か
ら
不
安
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
失
わ
れ
て

し
ま
え
ば
二
度
と
戻
ら
な
い
資
料
で
す
。

文
化
財
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
共

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
��
�
�	
�

　

資
料
館
で
は
常
設
展
示
の
ほ
か
に
年
に
一

度
企
画
展
示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
一
月
十
六
日
か
ら
二
月
十
八
日
ま
で
、
タ

イ
ト
ル
は
「
常
陸
大
宮
市
の
文
化
財
―
ス
ゴ

イ
ン
ダ
ヨ�
ひ
た
ち
お
お
み
や
の
た
か
ら
も

の
―
」。
五
町
村
が
合
併
し
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
市
内
全
地
域
の
指
定
文
化
財
を
一
堂

に
会
し
、
実
物
や
写
真
パ
ネ
ル
等
で
展
示
い

た
し
ま
す
。

　

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
…
地
域
の
自
慢
の

逸
品
を
ま
ず
市
民
が
認
識
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
外
に
向
か
っ
て
広
め
て
く
だ
さ
い
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）
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▲大宮館外観

▲過去の企画展の様子
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月　

日
、
御
前
山
総
合
支
所
周
辺
を

１２

１７

コ
ー
ス
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
が
走

る
タ
イ
ム
を
事
前
に
申
告
し
、
実
際
に

走
っ
た
時
間
と
の
差
が
少
な
い
人
が
上
位

と
な
る
タ
イ
ム
ス
の
部
と
、
到
着
順
を
競

う
マ
ラ
ソ
ン
の
部
を
行
い
、
約
１
２
０
人

が
参
加
し
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

【
タ
イ
ム
ス
の
部
】

親
子
の
部

①
山�
泰
光
・
由
菜
組

②
皆
川
澄
雄
・
陽
平
組

③
小
池
智
博
・
さ
く
ら
組

④
大
部
み
か
・
里
穂
組

⑤
安
藤
修
二
・
は
づ
き
組

⑥
宮�
勤
・
真
悠
子
組

小
学
３
・
４
年
の
部

①
古
田
土
美
佳
②
疋
田
涼
③
青
山
智
美

小
学
５
・
６
年
の
部

①
皆
川
由
紀
②
石�
里
穂
③
疋
田
葉
月

④
吉
田
将
太
⑤
仲
田
香
南
子
⑥
檜
山
由
佳

中
学
男
子
の
部

①
樋
口
俊
介
②
疋
田
駿
③
滝
田
直
人

④
粕
谷
直
樹
⑤
尾
崎
健
生
⑥
蓮
田
慎
吾

中
学
女
子
の
部

①
塙
真
由
美
②
小
林
愛
理
③
青
木
鞠
奈

④
小
森
加
菜
⑤
小
林
美
穂
⑥
西
田
真
弥

【
マ
ラ
ソ
ン
の
部
】

小
学
３
・
４
年
の
部

①
小
室
洋
平
②
広
木
拓
見
③
真
野
笑
馬

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

④
桑
名
純
平
⑤
田
中
翔
⑥
西
野
康
介

小
学
５
・
６
年
の
部

①
金
子
高
徳
②
舟
木
良
太
③
長
山
一
気

④
楠
正
聡
⑤
植
山
旬

中
学
男
子
の
部

①
大
貫
真
②
石�
剣
③
石�
達
也

④
石�
裕
稔
⑤
仲
田
俊
喜
⑥
小
林
愛
史

中
学
女
子
の
部

①
皆
川
ま
ど
か
②
石�
真
美
③
皆
川
真
奈
美

☆順不同・敬称略

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

②
大
串
亜
里
沙
（
小
貫
少
年
剣
士
会
）

③
桐
原　

文
華
（
は
ま
い
ば
剣
士
会
）

　

砂
川
の
ぞ
み
（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

個
人
／
中
学
年
男
子
の
部

①
神
長　

涼
太
（
山
方
中
）

②
小
野
瀬
俊
輔
（
山
方
中
）

③
鈴
木　
　

明
（
山
方
中
）

　

小
泉　

諒
弥
（
大
宮
尚
武
館
）

個
人
／
中
学
年
女
子
の
部

①
根
本
未
知
華
（
山
方
中
）

②
大
高
由
莉
子
（
山
方
中
）

③
大
高　

莉
歩
（
山
方
中
）

　

吉
田　

沙
織
（
山
方
中
）

高
校
・
一
般
の
部

①
宮
崎　

智
仁

②
林　
　

健
実

③
大
森　

公
平

　

藤
田　

晃
充

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

���

12/3

�
�
�
�
�
�
�

﹇
市
剣
道
連
盟
主
催
・
西
部
総
合
公
園
体
育
館
﹈

小
学
生
団
体
の
部

①
大
宮
尚
武
館
Ａ

②
上
野
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

③
小
貫
少
年
剣
士
会
Ａ
／
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
Ｃ

中
学
生
団
体
の
部

①
第
二
中
学
校
Ａ

②
大
宮
正
念
剣
道
ク
ラ
ブ

③
山
方
中
学
校
Ｂ
／
③
大
宮
尚
武
館

個
人
／
小
学
４
年
生
以
下
の
部

①
篠
根　

和
樹
（
大
宮
尚
武
館
）

②
益
子　

昇
太
（
大
宮
尚
武
館
）

③
豊
原
慎
太
郎
（
緒
川
剣
道
教
室
）

　

広
木　

瑠
征
（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

個
人
／
小
学
５
・
６
年
男
子
の
部

①
木
村　

祐
人
（
山
方
剣
心
会
）

②
大
森　

悠
資
（
山
方
剣
心
会
）

③
金
子　

裕
佑
（
小
貫
少
年
剣
士
会
）

　

安
掛
真
一
郎
（
山
方
剣
心
会
）

個
人
／
小
学
５
・
６
年
女
子
の
部

①
小
泉　

祐
佳
（
大
宮
尚
武
館
）

▲大宮尚武館Ａの皆さん

�第二中学校Ａの皆さん

　
　

月
９
日
、
第　

回
県
民
駅
伝
競
走
大

１２

２３

会
が
、
那
珂
市
の
笠
松
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
を
中
心
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
で
開
か

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
市
町
村
の
部
（
７

区
間　
・
２
４
㎞
）
に　

チ
ー
ム
、
職
域
ク

２１

２０

ラ
ブ
の
部
（　
・
１
７ 
㎞
）
に　

チ
ー
ム
の

１５

４４

参
加
が
あ
り
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
も
市
町
村
の
部
に
常
陸
大
宮

市
チ
ー
ム
、
職
域
ク
ラ
ブ
の
部
に
大
場
体

協
及
び
走
破
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
、
健
闘
し

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

▲常陸大宮市チームの皆さん
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�
�
�
�
�
�

﹇
市
卓
球
連
盟
主
催
・
西
部
総
合
公
園
体
育
館
﹈

団
体
の
部

①
球
友
ク
ラ
ブ
Ａ
②
球
友
ク
ラ
ブ　
Jr

③
球
友
ク
ラ
ブ
Ｂ
／
美
和
卓
球
同
好
会

一
般
男
子
Ⅰ

①
川
村
泰
之（
球
友
）②
飯
村
博
之（
球
友
）

③
大
内
茂（
大
宮
小
教
諭
）／
薄
井
茂
樹（
球
友
）

一
般
女
子
Ⅰ

①
小
室
奈
緒（　
）②
坂
本
陽
子（
球
友
）

Jr

③
小
野
莉
央（
球
友
）／
永
山
真
理
子（
球
友
）

一
般
男
子
Ⅱ

①
岡
崎
直
人（
第
一
中
）②
矢
板
均（
美
卓
同
）

③
関
英
之
介（
卓
教
）／
郡
司
範
雄（
小
卓
愛
）

一
般
女
子
Ⅱ

①
金
丸
か
お
り（
美
卓
同
）②
鈴
木
恵
子（
美

卓
同
）③
矢
板
智
子（
美
卓
同
）／
長
岡
三
千

代（
大
宮
）

中
１
男
子

①
和
田
好
弘（
大
宮
中
）②
小
野
裕
貴（
第
一
中
）

③
相
田
智
洋（　
）／
飯
村
卓
斗（　
）

Jr

Jr

中
２
男
子

①
海
老
根
拓
馬（　
）②
大
滝
敦
也（
美
和
中
）

Jr

③
根
本
宏
臣（
山
方
中
）／
山
口
航（
第
二
中
）

中
１
女
子

①
桑
名
芽
依（　
）②
寺
門
春
奈（
球
友
）③
長

Jr

岡
真
子（
美
和
中
）／
廣
木
優
花（
第
一
中
）

中
２
女
子

①
菊
池
美
姫（
美
和
中
）②
助
川
実
咲（　
）
Jr

③
小
室
彩（　
）／
瀧
ゆ
き
な
（
大
宮
中
）

Jr

※（
球
友
）球
友
ク
ラ
ブ
・（　

）球
友
ク
ラ
ブ　

Jr

Jr

　
（
卓
教
）卓
球
教
室
・（
大
宮
）大
宮
ク
ラ
ブ

　
（
小
卓
愛
）小
場
卓
球
愛
好
会

　
（
美
卓
同
）美
和
卓
球
同
好
会

����
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�



﹇
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
・

西
部
総
合
公
園
体
育
館
﹈

優　

勝　

F
a
i
r
y

準
優
勝　

大
場
Ｖ
Ｃ

第
３
位　

Ｊ
Ｂ
ク
ラ
ブ
／
サ
ン
ラ
イ
ズ

���

11/19

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

﹇
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
山
方
支
部
主
催
・

山
方
小
体
育
館
﹈

優　

勝　

西
野
内

準
優
勝　

野
上

第
３
位　

盛
和
／
相
田
〜
ズ

▲優勝したFairyの皆さん
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総合優勝
●「市長杯」　佐藤航（緒川）
●「大宮新聞社杯」　細貝亜沙海（霞空）

【形の部】
○幼児の部（共通）
①鈴木蓮（美和）②益子真弥（美和）③大森優里花（美和）
○小学１年生の部（共通）
①小森聖奈（大宮）②石�晃太（緒川）③大貫早希（緒川）
○小学２年生の部（共通）
①石�勇真（緒川）②高津智成（志空）③堀江統偉（緒川）
○小学３年生の部（共通）
①鈴木叶恵（美和）②大森樹里（美和）③細貝凪沙（霞空）
○小学４年生の部（共通）
①小林愛永（大宮）②皆川龍也（大宮）③高津美里（志空）
○小学５年生の部（共通）
①上久保亮（緒川）②和知真太郎（志空）③平石隆司（緒川）
○小学６年生の部（共通）
①鈴木睦子（美和）②柳岡良来（志空）③佐藤竜太（大宮）
○中学生の部（共通）
①小野祐司（緒川）②小林将也（大宮）③木村佳史（緒川）

【組手の部】
○幼・小１年の部（協会）
①河野亮太（志空）
○幼・小１年の部（糸東会）
①皆川侑摩（緒川）②小森聖奈（大宮）③石�晃太（緒川）
○幼・小２～３年の部（協会）
①細貝凪沙（霞空）②海老根和寛（霞空）③木口伊武輝（霞空）
○幼・小２～３年の部（糸東会）
①金田大和（緒川）③中西晶子（大宮）③石�勇真（緒川）
○小学４年男子の部（共通）
①皆川龍也（大宮）②岩間大輝（緒川）③河野太一（志空）
○小学４年女子の部（共通）
①竹内理絵（緒川）②小林愛永（緒川）③長山美咲（志空）
○小学５年男子の部（共通）
①上久保亮（緒川）②平石隆司（緒川）③大貫吉宏（緒川）
○小学６年男子の部（共通）
①佐藤航（緒川）②木村大介（緒川）③佐藤竜太（大宮）
○小学５・６年女子の部（共通）
①細貝亜沙海（霞空）②吉野凪沙（緒川）③小野愛莉（緒川）
○中学生男子の部（共通）
①岸拓弥（緒川）②木村佳史（緒川）③小野祐司（緒川）
○中学生女子の部（共通）
①小野美咲（緒川）

������
��������	
��
�

※（　）は支部名
　（大宮）糸東会大宮支部・（緒川）　糸東会緒川支部
　（美和）糸東会美和支部・（御前山）　糸東会御前山支部
　（志空）協会大宮支部（志空館）・（霞空）　協会山方支部（霞空塾）

▲優勝した西野内の皆さん
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本
校
は
、
北
に
三
王
山
、
南
に
那
珂
川
を

臨
ん
だ
台
地
上
に
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
自

然
豊
か
な
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。
校
舎
は

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和　

年
（
１
９
７
０
）
に
改
築
さ
れ

４５

現
在
に
至
り
、
今
年
度
で
創
立
１
３
３
年
を

迎
え
ま
し
た
。
児
童
数
は　

人
、
職
員　

人

８８

１４

の
小
規
模
な
学
校
で
す
が
、
児
童
た
ち
も
職

員
も
元
気
に
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

本
校
で
は
、
戸
祭
久
則
校
長
の
「
継
続
は

力
な
り
」
の
教
育
方
針
の
も
と
、
全
児
童
が

学
習
や
運
動
に
熱
心
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

学
習
で
は
小
規
模
校
の
特
性
を
生
か
し
、

漢
字
や
計
算
に
お
け
る
「
や
る
気
の
で
る
テ

ス
ト
」
を
月
一
回
実
施
し
、
全
員
目
標
達
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

体
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
児
童
た
ち
が
朝

の
リ
レ
ー
や
マ
ラ
ソ
ン
、
な
わ
と
び
等
の
運

動
を
自
主
的
に
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
市

陸
上
競
技
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
キ
ン
グ
に

お
い
て
好
成
績
を
修
め
て
い
ま
す
。
体
力
つ

く
り
で
は
、
昨
年
度
の
県
の
奨
励
賞
に
続

き
、
今
年
度
は
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
諸
活
動
に
お
い
て
は
、
少
人
数
の

固
定
化
さ
れ
た
人
間
関
係
の
改
善
か
ら
異
学

年
集
団
（
縦
割
り
班
）
を
導
入
し
、
飼
育
や

清
掃
、
さ
つ
ま
い
も
栽
培
で
の
勤
労
生
産
活

動
、
歩
く
会
等
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
高
学
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
性
や
下

級
生
を
思
い
や
る
心
、
動
植
物
の
自
然
を
愛

す
る
心
等
が
培
わ
れ
て
い
ま
す
。

（長倉1315　�55-2536）

�
�
�
��
�
���
��	
�

�
�

う
ぶ 
す
な

　

産
土
学
習
と
は
、
地
域
の
人
や
物
、
こ
と

等
か
ら
学
ぶ
学
習
の
こ
と
で
、
長
倉
小
で
は

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
人

材
を
活
用
し
連
携
を
図
っ
た
活
動
に
は
、
授

業
前
に
行
う
読
み
聞
か
せ
、
和
太
鼓
演
奏
、

茶
道
教
室
等
が
あ
り
ま
す
。
児
童
た
ち
が
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
活
動
で
、
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
、
和
太
鼓
演

奏
は
、
全
学
年
で
行
い
、
上
学
年
は
、
櫓
太

鼓
・
締
太
鼓
・
竹
太
鼓
を
演
奏
し
、
下
学
年

は
口
伝
や
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
演
じ

ま
す
。
演
目
は
八
丈
島
太
鼓
「
ド
ン
ド
ラ
」

と
ぶ
ち
合
わ
せ
太
鼓
の
２
曲
で
、　

月
の
市

１１

児
童
音
楽
会
で
は
講
師
の
先
生
か
ら

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
一
シ
ー
ン
を
観
て
い

る
」
と
い
う
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、　

月
１２

の
県
芸
術
祭
小
中
学
校
合
唱
合
奏
大
会
に
常

陸
大
宮
市
・
大
子
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
も
講
師
の
先
生
や
来

場
者
の
方
々
か
ら
賞
賛
さ
れ
、
県
の
表
彰
も

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
地

域
の
素
材
を
生
か
し
た
授
業
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
米
作
り
や
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
飼
育

等
は
毎
年
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
地
域
に
埋
も
れ
踊
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
た
長
倉
音
頭
に
つ
い
て
は
、
児
童
た
ち
が

内
容
を
地
域
の
方
に
聞
い
た
り
、
自
ら
調
べ

た
り
し
て
発
掘
し
、
振
り
も
付
け
て
復
活
さ

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
授
業
の
中
だ
け
で
な

く
長
倉
七
夕
祭
り
や
運
動
会
の
場
で
地
区
の

方
々
に
披
露
し
踊
ら
れ
る
な
ど
、
学
校
か
ら

地
域
に
発
信
し
、
高
評
を
得
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
今
年
度
の
「
学
ぶ
楽
し
さ
体
験
記
」
に

お
い
て
、
長
倉
音
頭
を
題
材
に
し
た
学
習
の

成
果
が
認
め
ら
れ
、
県
教
育
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

２
年
後
に
は
学
校
統
合
の
話
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
し
特
色
あ
る
学

校
作
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■食事バランスガイド ～あなたの食事は大丈夫？～

　お正月で不規則になった食生活…一番気になるのが
野菜不足です。
　１日に必要な野菜量は350ｇです。意識して３度の
食事の中に野菜料理を取り入れていきましょう。
　また、生野菜は見た目の量はありますが、実際量と
してなかなか摂れていません。お浸しや煮物、炒め物など加熱することで、より多くの野菜を食べ
ることができます。
　また、寒いこの季節、地産地消として身近な野菜をつかった鍋物もいかがでしょうか。

大根トンステーキの作り方

　先月号の広報常陸大宮掲載の、市食生活改善推進員連絡
協議会主催『第２回料理コンクール』最優秀賞作品の作り
方を紹介します。
　チーズがとろ～りとして、お子様からお年寄りまで幅広
い年齢で味わえる料理です。また、大根は煮しめやおでん
の残りを再利用すると便利です。
　是非、おためしください。

��������	
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��

　「食事バランスガイド」は、１日に「何を」「ど
れだけ」食べたらよいかの目安を分かりやすくイ
ラストで示したもので、厚生労働省と農林水産省
により決定されました。
　このガイドは、全体が「コマ」の形で表現され
ています。コマの本体は、一日の食事のバラン
ス、軸は必要な水分、そして、コマを回転させる
のは、適度な運動です。
　コマは、食事バランスと適切な運動が与えられ
て、初めて安定して回転します。偏りのある食事
をとった場合、コマのバランスが崩れてしまい、
私たちの健康も保てなくなってしまうのです。
　正しくコマを回転させて、健康的な食生活を送
りましょう。
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＜作り方＞
①　大根は２㎝厚さの輪切りにして皮をむき、表面に１㎝間かく
の格子状に深さ２㎜の切れ目をいれる。
②　①の大根を水から昆布を入れてやわらかく茹でる。
③　②の大根に肉を巻き、巻き終りを下にして大さじ１の油で
しっかり焼き目をつける。
④　Ａのタレを加え、上下よくからめたら、火を止めてチーズを
のせてふたをしておく。
⑤　皿にとり、大根の葉の茹でたものをみじん切りにし上にかざ
る。トマトや季節の野菜などの付け合せを盛りつける。

※目安量は性別・年令・ 
体位・活動量などに
より変わります。
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８日・22日

��������	
	��

��������	
���

��������	
��
������������

���������	
��
��
���������

��������	
��
�����������

������
����������������	
�

���������	
��
������

���������	
�

�������

���

��������

��������������

��������������

��������������

�美和かわせみの会のおはなし会� �������

�ロゼのつどいのおはなし会� ��������

�めばえの会のおはなし会� ��������

�どんどんちっちのおはなし会� ��������

�はみんぐばあどのおはなし会� ��������
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�名作映画劇場� ��������
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。

※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。
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�休日・祝日の当番医　　1/21～2/25
電話番号病院名（所在地）日付
（52）0547

0297（84）1616
0285（63）2303

岡崎外科医院（上町）
佐野医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

1/21

（53）2115
0297（88）2055
0285（63）0320

丹治医院（東富町）
塩谷医院（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

28

（52）0116
0297（82）3803
0285（63）0036

小泉医院（上町）
高野医院（栃･那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

2/4

（53）1111
0297（82）2544
0285（63）5131

志村大宮病院（上町）
滝田内科医院（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

11

（52）0302
0297（82）2175
0285（63）1151

大曽根内科小児科（栄町）
滝童内医院（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

12

（52）0547
0297（82）2781
0285（64）1122

岡崎外科医院（上町）
七合診療所（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

18

（53）2115
0297（88）2056
0285（63）2303

丹治医院（東富町）
林田医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

25
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◎24時間体制で緊急医療情報を提供…
救急医療情報コントロールシステム
�029－241－4199

◎お子さんが心配な時、看護師が相談に応じます
茨城こども救急電話相談
プッシュ回線の固定電話から　　　�＃8000
◆相談日時　月～金　18：30～22：30
※プッシュ回線ではない固定電話、携帯、公衆電話からは

　�029－254－9900
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民話の郷から現代へ…心あたたまる贈り物。巨大
スクリーンに繰り広げられる本格的人間影絵
開場／13：30
開演／14：00
全席指定
　500円

第１話　飯くわぬ女房　第２話　誰もいなくなった家
第３話　山伏とたぬき
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問い合わせ先　市教育委員会緒川事務所
�56－5111　　FAX 56－5112
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（１２月１日現在・推計常住者）

総人口４７，２８１人（男２３，０６６人、女２４，２１５人）
世帯数１６，１７７世帯
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なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日
会場地　常陸大宮市

�� �� �� �� ��防火餅つき大会防火餅つき大会
　幼年消防クラブとして、幼児期からの火災予防思想の育成をす

すめている大賀保育所と若草幼稚園では、市消防本部の協力のも

と防火餅つき大会を開催しました。

　表紙は、12月15日に行われた大賀保育所での様子。所庭では、

子どもたちが臼を囲み、消防署員が蒸かしたもち米を力強くつい

てやわらかなお餅になっていく様子を楽しそうに見つめていました。

　子どもたちは、順番に小さな杵を使って最後の仕上げをお手伝

い。お友だちがついているあいだも「よいしょ！よいしょ！」と

大きな掛け声で一生懸命応援し、おいしそうなお餅の完成です。 ��������	
��
�������
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　最近は、

外でたこを

あげる風景

は見かけら

れなくなり

ました。

　そこで、

子どもたち

に、たこをあげるおもしろさを知ってもらおうと、 

１２月２６日、図書情報館でたこ作り教室が行われました。

　市内から参加した３７人の小学生は、第二中の飛田

隆久先生の指導により、２本骨のビニール製のたこ

づくりに挑戦。子どもたちはカラフルなビニールと

竹ひごを手に真剣な顔で取り組んでいました。

　当日はあいにくの天気でしたが、たこが完成する

時には雨もあがり、子どもたちは、さっそくロゼ

ホール前広場でたこあげを体験。みんな自分のたこ

を高く上げようと一生懸命に走り回っていました。
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　１１月１０日、御前山県立自然公園内を流れる皇都川渓

畔域において、茨城森林管理署主催による「皇都川ク

リーン作戦」が実施されました。

　これは、『「国民の森林」クリーン月間』の一環とし

て行われたもので、市立野口小学校の５～６年生、県

自然公園指導員など合計３８人が参加し、短時間にもか

かわらず、カン、ビン、ペットボトルなどが大量に回

収されました。また、作業終了後には「森林教室」を

開催し、森林管理署職員からケヤキ林を中心とした貴

重な生態系の説明や、ごみの不法投棄に対するモラル

の向上の話に真剣に耳をかたむけていました。




